
秋田市教育委員会

会 議 録

平成３１年４月定例会



- 1 -

秋田市教育委員会平成３１年４月定例会会議録

１ 日 時 平成３１年４月５日(金)

午後３時３０分～午後５時

２ 場 所 ５－Ａ会議室

３ 出席委員 教育長

教育委員

教育委員

教育委員

教育委員

４ 出席職員 教育次長

教育次長

学校適正配置推進室長

総務課長

学事課長

学校教育課長

教職員室長

教育研究所長

学校適正配置推進室参事

生涯学習室長

明徳館事務長

総務課長補佐

総務課副参事

学事課長補佐

学校教育課長補佐

学校適正配置推進室副参事

生涯学習室長補佐

太平山自然学習センター副所長

自然科学学習館副館長

総務課主席主査
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総務課主席主査

教職員室主席主査

教職員室主席主査

総務課主査

教職員室主査

総務課主任

総務課主任

総務課主事
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５ 議 題

【付議案件】

議案第８号 平成３１年度秋田市の教育について

【教育長等の報告】

(1) 秋田市小・中学校における多忙化防止計画について

６ 議 事 午後３時３０分開会

【委員および職員紹介】

新しく就任した委員から就任のあいさつがなされた。また、本日出席の主

な幹部職員の紹介が行われた。

委員 これまで、教員として学校現場でお世話になってきたが、

今後は教育委員として秋田市の教育振興に尽くしていきた

い。

微力ではあるが、よろしくお願いする。

【教育長職務代理者の指名】

教育長 教育長職務代理者については、平成３０年４月１日か

ら石田委員を指名している。その任期については、特に

定めがなく、制度上は次の代理者を指名するまでの期間

となっている。

私としては、代理者の任期は、おおむね各年度ごとに

したいと考えているため、今年度については、これより、

加藤委員を教育長職務代理者に指名したいと思う。加藤

委員、どうかよろしくお願いする。

【平成３１年３月定例会会議録の承認】

平成３１年３月定例会会議録について、異議がないため承認された。
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【会議録署名委員の指名】

教育長が今回会議録の署名委員として委員２名を指名した。

【付議案件】

議案第８号 平成３１年度秋田市の教育について

教育長 議案第８号「平成３１年度秋田市の教育」について、事

務局から説明願う。

総務課長

学校教育課長

（資料に基づき説明）学校適正配置推進室参事

学事課長

生涯学習室長

委員 昨年度、事務局から、国の交付金を活用した小・中学校

普通教室へのエアコンの設置は行わず、学校施設を順次改

修すると説明があった。今年度、齟齬がないように予算を

適切に執行してもらいたい。

総務課長 現在、平成２８年に策定した学校施設長寿命化計画に従

い、学校施設の整備を進めている。来年度はその最終年度

であり、来年度には新たな５か年計画の作成に取り組む予

定である。エアコンの設置等を盛り込むことができるかど

うかも含め、全体的な改修計画の中で検討していきたい。

委員 最近は、若い世代や一般家庭での新聞離れが進んでいる

と言われている。新聞やＩＣＴ機器から、児童生徒が自分

にとって有効な情報を得ることができる仕組み作りを行っ

てもらいたい。

総務課長 新聞による小・中学校での教育が非常に効果があること

は認識しており、場所などの問題も含め、より新聞に親し

んでもらえるような工夫が必要であると考えている。

教育長 本市におけるＮＩＥ推進校の状況について説明願う。
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学校教育課長 今年度で２年目になる推進校は、金足西小学校である。

実践状況については、「秋田市学校教育の重点」に、写真

なども含め掲載している。

委員 秋田商業高校の校舎について、かなり老朽化が進んでい

る印象を受けているが、大規模な改修予定等はあるか。

総務課副参事 秋田商業高校校舎については、今年度で築４０年である。

昨年度に外観の調査を実施し、これに基づき、適宜、改修

を重ねながら、一定程度時間が経ったら大規模改修等を行

う予定である。

教育長 学級生活支援サポーターの人員配置についてはどうか。

学校教育課長 例年１０人程度増員しているが、希望する全ての児童生

徒の支援には至っていないのが現状である。今後更なる増

員のため、今年度、来年度と、人員拡充を図っていきたい。

委員 教育の充実や児童生徒の安全につながっていくことを願

っている。この人員配置の今後のビジョンについてはどの

ように考えているか。

教育次長 小学校においては、人手不足が問題になっており、学級

生活支援サポーターをはじめ、教員の業務をサポートする

人員の増加を行わなければならないと考えている。一方、

中学校においては、部活動による長時間労働が問題になっ

ており、今年度から部活動指導員を配置したいと考えてい

る。

委員 Ｑ－Ｕ調査とはどのような調査であるか。

教育研究所長 平成２５年から毎年行っている調査であり、児童生徒を

対象に、自分の学級にどの程度所属感を感じているかを調

査するものである。その結果、学級の中の人間関係やいじ

め、不登校等の潜在的な要素がないかなどがわかるもので

ある。

教育長 令和２年度の新学習指導要領に基づく小・中学校の外国

語活動の授業時数などについて、今後どのような対応をし

ていくか。
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学校教育課長 昨年度から、各校の校長や教務主任をメンバーとする検

討委員会を立ち上げ、内容や運営方法等について議論して

いる。国の方針を待ちながら、今後も検討委員会を継続し

ていく予定である。

※ 議案第８号については、全員賛成により、議決された。

【教育長等の報告】

(1) 「秋田市立小・中学校における多忙化防止計画」について

教職員室長 （資料に基づき説明）

委員 教職員の有給休暇の取得率はどのくらいか。

教職員室長 昨年度は、平均して１人当たり１０日前後であった。

委員 全市共通実践事項をもとに、勤務時間管理の徹底等につ

いて、各校が多忙化防止に取組むことを期待する。

【その他、今後の日程についての報告】

総務課長補佐 ５月定例会の日程についてお知らせする。定例会は原則

毎月第４木曜日としているが、５月定例会は５月３０日

(木)午後３時３０分からを予定している。

第４木曜日は、教育長が他の公務と重なっていることか

ら、このように変更するものとする。日程調整をお願いす

る。

教育長 ５月定例会は５月３０日(木)午後３時３０分からとする。

委員の皆様、日程調整をお願いする。

午後５時閉会


